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表3 高血圧症治療薬の種類
(文献2より引用改変)




ACE阻害薬 カブトリル (カプトプリル),コナン (キナプリル),ゼス トリル/ロン
ゲス (リシノプリル),レニベース (エナラプリル)
ARB オルメテック (オルメサルタン),ニューロタン (ロサルタン),ミカル
デイス (テルミサルタン)
利尿薬 サイアザイド系 ダイクロトライド (ヒドロクロロチアジド),フルイトラン (トリクロルメチアジド)
ループ利尿剤 ラシックス (フロセミド)
交感神経抑制薬 β遮断薬 カルピスケン (ピンドロール),インデラル (プロプラノロール),チ
ノーミン (アテノロール),セレクト-ル (セリプロロール)
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図2 治療期間
(図2)0
治療結果は著効,有効をあわせ87.1%に効果が認
められていました (図3)｡
6.おわDに
加齢に伴い,慢性疾患の薬物療法を受ける機会も
増加します｡歯科に来院される患者は,服用薬とド
ライマウスの関係を理解していない場合も多いので
注意が必要です｡ また,最近は配合剤の降圧剤が販
売されてきているため,副作用も多彩になってきて
います｡
私たちは,常に新しい薬剤情報を得て日常診療を
行っていく必要があると思われます｡
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